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○プロモート内容
・ 移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の概要説明
・ 移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の作成メリット
・ 北海道における移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の作成状況 等

○各市町村へ移動等円滑化促進方針（マスタープラン）及びバリアフリー基本構想の作成
をプロモート

実施概要

実施趣旨

移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・基本構想 R5年度作成プロモート
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○プロモート先 （１８市町へ実施）

函館市6月22日
知内町6月23日

（７月１１日は北海道開発局同行）積丹町古平町7月11日
清水町新得町10月31日
本別町音更町11月1日
芽室町帯広市11月2日

紋別市11月13日
厚真町安平町むかわ町2月1日

岩見沢市3月5日
奈井江町歌志内市3月15日

浦臼町3月22日

※　青色：令和５年度にプロモートを実施した自治体
※　緑色：マスタープラン策定済の自治体
※　黄色：基本構想策定済の自治体



○開催日 令和５年９月～１０月
○共 催 北海道旅客鉄道 株式会社
○協 力 （一社）函館視覚障害者福祉協議会、ＮＰＯ法人 手と手、ＮＰＯ法人 プリズムさっぽろ、

（社福）北見市社会福祉協議会、（一社）室蘭身体障害者福祉協会、
NPO法人キウシト湿原・登別、カムイ大雪バリアフリーツアーセンター、
（社福）釧路市社会福祉協議会、

○後 援 北海道
○参加者 北海道旅客鉄道 株式会社 社員
○実施概要
① 座学
・障害者差別解消法の考え方
・接遇ガイドラインに基づく接遇方法
・視覚障がい・車いすユーザー当事者による講話
・意見交換

鉄道事業者

障がい当事者にもご協力いただき、講話や乗降車・介助体験等を通じて配慮すべき点を確認すると
ともに、乗務員と障がい当事者相互の意思疎通を図ることによって、心のバリアフリーを推進。

北海道運輸局主催 バリアフリー教室開催概要（令和５年度）

② 実技
・車いすユーザー・介助体験
・視覚障がい者・介助体験

ＪＲ北海道研修センター（札幌） ＪＲ名寄駅 ＪＲ東室蘭駅 ＪＲ北見駅 2



○開催日 令和５年１２月１日（金）
○主 催 北海道運輸局 北海道開発局
○後 援 北海道
○参加者 北海道運輸局及び北海道開発局職員 39名
○実施概要
「バリアフリーの現状と今後の方向性」
・バリアフリー法について
・バリアフリーとユニバーサルデザインについて
・バリアフリー・ユニバーサルデザイン実践例

○主な感想
・障害者差別解消法における「合理的配慮」がユニバーサルデ
ザインにつながり、不明瞭と感じていた「合理的配慮」をユ
ニバーサルデザイン７つの原則に当てはめると、少し明確化
された感じがあり感銘を受けました。

・具体的な例（特定の建物や乗り物）をもとに、これまでどのような変革
（歴史）があり、時点におけるユーザーの広がりや、利便性の向上が図
られてきたのかを知ってみたくなった。（どういった視点に着目するこ
とが大事だったのか等）

・公共事業として整備を進める場合、現行の規格・基準等を準拠する必要
があり、求められる機能をより良く達成するためにはPDCA、OODAを円
滑に進める事が重要であることを改めて感じた。

北海道開発局と共催で内部職員向けのバリアフリー教室を開催し、バリアフリープロモーターである、
北星学園大学の鈴木克典教授に「バリアフリーの現状と今後の方向性」についてご講演いただいた。

北海道開発局との共催によるバリアフリー教室の実施



○開催日 令和６年１月２６日（金）
○主 催 北海道運輸局
○共 催 札幌市交通局
○後 援 北海道
○協 力 NPO法人 手と手
○参加者 札幌国際大学 学生3名、先生１名
○実施概要

①視覚障がい者疑似・介助体験
②高齢者疑似・介助体験
③車いす体験、介助体験

○主な感想
・車いす、視覚障がい、高齢者の疑似体験をすることにより、地下
鉄などの実際の公共施設を多様な方々が利用していることを体感
しました。今回、ハード面とソフト面の視点が重要であることを
学び貴重な機会となりました。

・私のイメージでは体育館やコミュニティセンターなどでやるイメ
ージでした。ですがそれはあまり実用的ではないと思っていまし
たが、今回実際に使われれている地下鉄でのバリアフリー教室は
とても実践的でよかったです。

・とてもいい体験でした。もっとみんなにも体験してもらいたいと
思います。

札幌国際大学の学生、先生を対象に札幌市営地下鉄福住駅でバリアフリー教室を開催し、視覚障がい者、
高齢者の疑似・介助体験と車いす体験、介助体験を行った。

札幌市営地下鉄福住駅におけるバリアフリー教室の実施

【視覚障がい者疑似・介助体験】 【車いす体験、介助体験】

【高齢者疑似・介助体験】



北海道運輸局主催 バリアフリー教室開催状況

○令和５年度 開催回数：１８回 ○参加人数：６６４名
○実施市町村：９市町（札幌市、函館市、室蘭市、釧路市、帯広市、北見市、名寄市、当別町、浦臼町）

計令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度～平成１３年度年度2
３３７回１８回１０回１９回１１回１回回数

１３，３７０名６６４名２９０名５２８名３４９名５８名人数

○開催実績（平成１３年度～令和５年度）

体験内容等参加
人数参加対象者場所日 程

バス車内のバリアフリーの説明
車いす乗車体験

184
「“バス楽しんでこ”イベント

２０２３」参加者
イオン札幌平岡R5.7.8～7.9

バス車内のバリアフリーの説明
車いす乗車体験

136
「当別町バスまつり２０２３」

参加者
北海道旅客鉄道㈱・

ロイズタウン駅 駅前広場
R5.7.16

体験：視覚障害、高齢者41「夏のてらこや」参加者樺戸山金剛寺R5.7.22

バス車内のバリアフリーの説明
車いす乗車体験

51
「北海道バスフェスティバル」

参加者
イオン札幌平岡R5.9.2

あすチャレ！ジュニアアカデミー24帯広市立花園小学校6年生帯広市立花園小学校R5.9.19

講話：障害者差別解消法 体験：視覚障害10JR北海道 社員北海道旅客鉄道㈱・函館駅R5.9.26

講話：車いす（10/4）、視覚障害（10/5）
体験：視覚障害、車いす（両日）

16
JR北海道 社員JR北海道研修センター

R5.10.4
15R5.10.5

講話：視覚障害、車いす 体験：視覚障害、車いす3JR北海道 社員北海道旅客鉄道㈱・北見駅R5.10.11

体験：視覚障害、車いす66新札幌わかば小学校4年生新札幌わかば小学校R5.10.12

体験：視覚障害、車いす8JR北海道 社員北海道旅客鉄道㈱・東室蘭駅R5.10.19

講話：視覚障害 体験：車いす15札幌市内小学校3年生北星学園大学R5.10.22

講話：視覚障害、車いす 体験：視覚障害、車いす10JR北海道 社員北海道旅客鉄道㈱・名寄駅R5.10.23

講話：視覚障害、車いす 体験：視覚障害、車いす9JR北海道 社員北海道旅客鉄道㈱・釧路駅R5.10.26

あすチャレ！ジュニアアカデミー23北見市立若松小学校１～６年生北見市立若松小学校R5.11.24

講話：ユニバーサルデザイン39
北海道運輸局及び
北海道開発局職員

札幌第一合同庁舎R5.12.1

講話：車いす 体験：車いす10空港関係者とかち帯広空港R5.12.7

体験：視覚障害、車いす、高齢者4札幌国際大学 学生、教員札幌市営地下鉄・福住駅R6.1.26



○相談日 令和６年７月１２日（火）
○場 所 札幌市教育委員会

○相談概要
運輸局から、バリフリ教室の概要及び小中学校等において、

バリフリ教室の開催数を増加させたい旨等を説明。
市内学校に周知するにあたり、どのような手法があるのか、

具体的なスケジュール等を相談。

○相談結果
運輸局から札幌市教育委員会へ依頼文を送付後、

教育委員会より各学校へ文書を発出いただけることになった。

○今後の予定
希望あれば令和６年１０月よりバリアフリー教室を実施。
今回の取組結果を踏まえて、次年度以降の増加取組を計画。

※今年度はバリアフリー推進課職員が自ら講師となる事を想定

新型コロナウイルス感染症の影響により小中学校等へ赴いて実施する当局主催のバリアフリー教室が
減少しており、教室開催数を増加させるための取組として、札幌市教育委員会へ協力依頼を実施。

小中学校等を対象としたバリアフリー教室の開催増加の取組


